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長
い
湾
が
波
長
の
長
い
遠
地
津
波
に
共
鳴
し

た
の
が
第
一
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で

は
速
い
流
れ
も
生
じ
た
。

宮
城
県
気
仙
沼
湾
の
中
程
に
澪
筋
を
固
定
化

す
る
た
め
の
導
流
堤
が
あ
っ
た
。
チ
リ
津
波
は

こ
の
導
流
堤
を
無
視
す
る
よ
う
に
流
出
入
し
、

最
深
箇
所
で
は
8
m
も
の
洗
掘
を
生
じ
た
。
こ

の
流
れ
や
生
じ
た
深
掘
れ
の
再
現
計
算
は
い
く

つ
か
試
み
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ま
だ
成
功

例
は
な
い
。

青
森
県
八
戸
港
の
小
中
野

第
二
魚
市
場
の
岸
壁
は
、
引

き
波
時
に
法
先
が
洗
掘
さ
れ

た
結
果
、
ゆ
っ
く
り
と
倒
れ

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
逆
に
岩

手
県
釜
石
港
で
は
、
津
波
後

に
3
m
も
水
深
の
浅
く
な
っ

た
場
所
が
生
じ
、
港
湾
機
能

が
阻
害
さ
れ
た
。
災
害
後
の

救
援
を
支
え
る
港
湾
と
し
て

は
，
単
に
耐
震
岸
壁
を
備
え

る
だ
け
で
な
く
、
以
上
の
よ

う
な
現
象
へ
の
備
え
が
必
要

で
あ
ろ
う
。

こ
の
津
波
で
三
重
県
英
虞
湾
の
真
珠
養
殖
筏

が
大
打
撃
を
受
け
た
。
水
の
交
換
が
良
く
養
殖

に
適
し
た
所
ほ
ど
、
津
波
流
速
が
速
く
な
り
、

被
害
も
大
き
く
な
っ
た
。

次
の
特
徴
は
、
沿
岸
部
の
都
市
化
と
関
連
し

た
被
害
の
発
生
で
あ
る
。
下
水
道
を
通
じ
た
浸

水
が
各
地
で
発
生
し
た
。
釜
石
市
で
は
、
市
中

央
部
ま
で
下
水
道
を
伝
わ
っ
て
海
水
が
ふ
き
だ

し
、
鮫
ま
で
飛
び
出
し
て
き
た
。
こ
の
こ
ろ
か

ら
全
国
的
に
下
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
く
が
、

最
終
処
理
場
が
浸
水
想
定
域
に
あ
る
と
こ
ろ
が

多
い
。

岩
手
県
大
船
渡
市
上
水
道
で
は
、
貯
水
池
の

水
が
急
速
に
減
少
し
た
。
浸
水
被
害
域
で
水
道

管
が
多
数
折
損
し
、
そ
こ
か
ら
の
漏
水
が
原
因

で
あ
る
。
津
波
に
よ
る
ポ
ン
プ
場
の
破
損
は
八

戸
市
、
宮
城
県
志
津
川
町
で
生
じ
た
。
橋
に
併

設
さ
れ
た
水
道
管
は
あ
ち
こ
ち
で
流
さ
れ
、
復

旧
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

電
柱
の
倒
伏
も
数
多
く
、
電
気
復
旧
の
難
問

題
と
な
っ
た
。
八
戸
火
力
発
電
所
が
浸
水
被
害
を

受
け
た
。
世
界
初
の
発
電
所
被
災
で
あ
る
。
浸
水

深
は
せ
い
ぜ
い
50
㎝
程
度
で
あ
っ
た
が
、
44
台
の

モ
ー
タ
ー
吊
り
上
げ
な
ど
に
警
報
解
除
前
で
あ
る

に
も
関
わ
ら
ず
、
大
奮
闘
を
し
て
い
る
。

貯
木
場
か
ら
大
量
の
木
材
が
流
失
散
乱
し
、

陸
上
海
上
交
通
へ
の
障
害
や
家
屋
破
壊
の
凶
器

と
な
っ
た
。
何
処
で
も
結
局
は
人
手
で
取
り
除

い
て
い
る
。
現
在
で
も
流
出
防
止
対
策
を
講
じ

て
い
る
港
湾
は
少
な
い
。
鉄
工
業
で
熱
処
理
用

に
使
っ
て
い
た
青
酸
カ
リ
1.1
ト
ン
が
流
さ
れ
る

事
故
も
発
生
し
た
。

石
油
コ
ン
ロ
に
原
因
す
る
住
宅
地
で
の
火
災
、

ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
か
ら
の
出
火
、
船
舶
の
衝

突
が
原
因
の
火
災
も
発
生
し
た
が
、
い
ず
れ
も

大
事
に
至
ら
な
か
っ
た
の
は
幸
い
で
あ
っ
た
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
海
底
敷
設
管
が
破

壊
さ
れ
た
。
離
島
へ
の
水
道
供
給
が
海
底
管
を

通
じ
て
い
る
例
が
増
え
て
い
る
現
在
、
万
一
の

時
の
代
替
案
を
考
え
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
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チ
リ
地
震
津
波
は
、
津
波
で
発
生
し
た
速
い
流
れ
が
甚
大
な
被
害
を 

引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
ま
た
、
都
市
の
弱
点
が
現
れ
た
災
害
で
し
た
。

そ
の

2

流
れ
に
よ
る
被
害
と
都
市
化
へ
の
警
鐘


